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１．従来の予防接種事業と今回の新型コロナワクチン接種事業の相違点
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②ワクチンの性質と国民的関心の高さから、
多数の問い合わせが予想される

③住民の求めに応じて接種証明を出す必要も想定

①約１億人が短期間に２回の接種を要し、管理が煩雑



２．現行の取組の課題
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⚫ 現行の自治体ごとに保有する予防接種台帳に入力という手法では、
データ化されるまでに２～３か月かかる

課
題
１
：
接
種

⚫ 迅速なデータ化ができない場合、複数回接種のタイミングなどに対する市民からの問
い合わせ、引っ越してきた市民への問い合わせへの対応が困難に。

課
題
２
：
接
種

⚫ 住所地外の施設に入所する高齢者への巡回接種や職域接種を今後検討するにあた
り、住所地の自治体が住民の接種状況を把握することが困難

課
題
３
：
接
種
後

⚫ ワクチン接種事業全体の円滑な進行には、国民の理解が不可欠。全国の進捗状況
を踏まえた政策対応に加え、迅速な情報提供や副反応調査の迅速化が重要。

課
題
4

：
情
報



＜ワクチン接種記録システムの全体フロー＞

各自治体システムからワクチン接種記録
システムへの入力におけるデータ構造
（ｃｓｖ形式）
自治体コード
券番号
宛名番号
マイナンバー
氏名
生年月日
性別
転出/死亡フラグ（転出：１、死亡：２）
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＜ワクチン接種記録システムの接種結果登録時の画面遷移イメージ＞

住所地外接種 予診のみ

接種開始前にワクチン
メーカー名とロット番号を
事前登録することで省力化

（随時訂正可）

バーコード又はOCRラインの機
械読取又は手入力（OCRライン
は機械読取を追加導入予定）

多要素認証を用いて
不正アクセスを防止



＜接種券とワクチン接種シールイメージ＞


